　　　階上町下水道審議会委員の公募に関する要領

　(趣旨)
[bookmark: _Hlk239840649]第1条　この要領は、階上町附属機関に関する条例（平成22年階上町条例第2号）のほか、階上町附属機関の設置及び運営に関する要綱（平成22年階上町要綱第1号）第4条第1項の規定に基づき、階上町下水道審議会における公募による委員（以下「公募委員」という。）の公募及び選考に関し必要な事項を定めるものとする。
　(公募委員の人数)
第2条　公募委員の人数は1名とする。
　(公募委員の応募資格)
第3条　公募委員の応募資格は、次の各号に掲げるとおりとする。
　(1)　町内に在住し、かつ下水道を使用している者又はその同居者
　(2)　町税、下水道使用料、公共下水道事業受益者負担金及び分担金のいずれも滞納していない者
　(3)　平日昼間に開催する会議（年数回程度）に参加できる18歳以上の者（国、地方公共団体の議員又は公務員を除く。）
　⑷　町が設置する他の附属機関の委員を3つ以上兼ねていない者
　(公募及び応募方法)
第4条　公募は、広報紙及び町ホームページにおいて行うものとし、応募者は階上町下水道審議会公募委員応募用紙（様式第1号）に必要事項を記入のうえ「今後の階上町下水道事業に期待すること」などをテーマとする作文（400字～800字程度）を添えて、建設課へ持参、郵送又は電子メールで提出するものとする。
　(選考委員)
第5条　公募委員の選考を公平かつ円滑に行うため、選考委員を置く。
2　選考委員は、総務課長、総合政策課長、町民生活課長、介護福祉課長、産業振興課長、建設課長をもって充てる。
3　事務局は、建設課に置く。
　(選考方法)
第6条　公募委員の選考は、提出された書類（応募用紙及び作文）に基づき、選考委員による書面審査（採点）により行う。
2　事務局は、応募書類の写し及び評価シートを選考委員に回覧し、採点を依頼するものとする。
3　選考委員は、別紙に定める選考基準（評価項目及び配点）に基づき各応募者を採点し、指定する期日までに評価シートを事務局へ提出しなければならない。
　（選定基準及び判定）
第7条　事務局は、各選考委員の採点結果を集計し、その平均点を算出するものとする。
　なお、平均点に1点未満の端数が生じたときは、小数第3位を四捨五入する。
2　総合平均点が60点以上であり、かつ高得点である者から順に公募委員として選定する。
3　総合平均点が60点に満たない者は、不適格とし選定しない。
　（同点者の取扱い）
第8条　前条の規定による集計の結果、同点の者が複数いる場合は、次の各号の順序により選定する。
　(1)　評価項目「①関心度・問題意識」の平均点が高い者
[bookmark: _Hlk239851674]　(2)　評価項目「②町民視点の具現性」の平均点が高い者
　(3)　評価項目「③意欲・参画意識」の平均点が高い者
　(4)　評価項目「④表現力・論理構成」の平均点が高い者
　（選考結果の報告）
第9条　事務局は、選考結果を取りまとめ、町長に報告し、その承認を得るものとする。
　(選考結果の通知)
第10条　選考結果は、応募者全員に通知する。
　　　附　則
　この要領は、令和8年10月1日から施行する。

